
阿久比町型マンホールふた認定基準 

 

 

１． 目 的 

 

阿久比町の公共下水道事業等において使用するマンホールふたを認定する場合の基準

として規定する。 

 

 

２． 認定基準 

 

ふたの認定については、製造業者ごとに申請し、下記の条件を満たすものとする。 

（１） 公益社団法人 日本下水道協会の認定工場で製造されたものであること 

（２） 認定申請書を提出して、その内容が適正と認められること。（様式－１） 

（３） 阿久比町型マンホールふた性能規定書に適合し、検査要領に基づいた製品検査

に合格すること。（様式－４） 

 

 

３． 認定通知 

 

認定基準に基づいて審査した結果は、速やかに申請者に通知するものとする。 

 

 

４． 認定期間 

 

認定有効期間は３ヵ年とする。 

 

 

５． 認定の更新 

 

認定の更新については、認定期間内に申請を行った場合に限り、変更のない添付資料

を省略することができる。 

また、認定基準に基づき審査した結果は、すみやかに申請者に通知するものとする。 

 



６． 認定の取り消し 

 

認定した製品（製造業者）において下記の事項が生じた時は、阿久比町の認定を取り

消すものとする。 

（１） 公益社団法人 日本下水道協会の認定工場でなくなった場合。 

（２） 認定申請の内容が履行されなかった場合。 

（３） 不正や反社会的な事実が認められた場合。 

（４） 自ら廃業または認定の取り消しを申し出た場合。 

 

 

７． その他 

（１） 阿久比町は、認定申請書の内容確認など、必要に応じ立入り検査を実施したり、

書類の提出を求めたりすることができる。 

（２） 合格した製品の納入後であっても、阿久比町が検査の必要があると認めたとき

は、納入した製品の中から適時抜き取り検査を行うことができる。 

（３） 阿久比町が行う製品検査及び立入り検査等に要する費用は、製造業者の負担と

する。 

（４） この基準に疑義が生じた場合には、原則として阿久比町の指示により決定し、

内容が軽微なものについては阿久比町と製造業者の協議により決定する。 

 



様式－１ 

年  月  日 

阿久比町下水道事業 

阿久比町長 様 

 

                     （申請者）    

                      住 所 〒 

  

                      会社名 

                     （代表者名）             

 

  

マンホールふた認定申請書【承認・更新・変更】 

 

 

マンホールふたの認定【承認・更新・変更】を受けたく、必要書類を添えて、申請いた

します。 

 なお、この申請書及び添付資料については事実と相違ないことを誓約します。 

 

 

記 

 

１．認 定 申 請 製 品  

 

性能規定対象製品 申請可否（   で囲む） 

車道用 Ｔ－２５ 呼び ６００ 申請する・申請しない 

呼び ３００ 申請する・申請しない 

車道用 Ｔ－１４ 呼び ６００ 申請する・申請しない 

呼び ３００ 申請する・申請しない 

歩道用 Ｔ－１４ 呼び ６００ 申請する・申請しない 

呼び ３００ 申請する・申請しない 

 

 ２．添付書類 

    ・製作図面（２部） 

    ・（公社）日本下水道協会下水道資器材製造認定工場認定書（写し） 

・ 日本工業規格表示許可書（写し） 

・ 品質管理体制表  ・社内検査体制表  ・緊急時連絡体制表 

・ その他阿久比町が認めた書類      

 



様式－２ 

年   月   日 

（申請者） 

 ○ ○ ○ ○ 株式会社 様 

 

 

阿久比町下水道事業 

阿久比町長  

                               竹 内  啓 二 

 

 

 

マンホールふたの検査品製作承諾書 

 

 

 

 

書類審査の結果、マンホールふたの製造業者として適当であると判定しましたので、検

査品の製作を承諾します。性能規定書及び検査要領書に基づき、性能確認検査を実施しま

すので、「マンホールふた受検申請書」を提出して下さい。 

 検査機関は公平性・中立性を確保できる第３者機関での検査とします。 

 

 お忙しいところ誠に申し訳ございませんが、何卒宜しくお願いします。 

 



様式－３ 

年  月  日 

 （申請者） 

○ ○ ○ ○ 株式会社 様 

 

阿久比町下水道事業 

阿久比町長 

竹 内  啓 二               

                              

 

 

マンホールふたの検査品製作不承認書 

 

 

書類審査の結果、下記理由にてマンホールふたの認定業者として不適当と判定されまし

たので検査品の製作は承認できません。 

 

 

記 

 

 

  １．不承認の理由 

 



様式－４ 

年  月  日 

阿久比町下水道事業 

阿久比町長 様 

 

（申請者） 

                       住 所 〒 

                              

                    会 社 名 

（代表者名）            

 

 

マンホールふた受検申請書 

 

 

 標記の件につきまして、下記の内容にて試験実施の申請をいたします。 

 

記 

 

 １．受検対象製品 

    

性能規定対象製品 受検製品を   で囲む 

車道用 Ｔ－２５ 呼び ６００  

呼び ３００  

車道用 Ｔ－１４ 呼び ６００  

呼び ３００  

歩道用 Ｔ－１４ 呼び ６００  

呼び ３００  

 

 

  

 ２．提出書類 

  ・設計図書（提出日は担当者と協議の上決定） 

・検査計画書（様式・書式は任意） 

詳細な試験項目・試験場所・試験日程 

 



様式－５ 

年  月  日 

（申請者） 

○ ○ ○ ○ 株式会社 

 

阿久比町下水道事業 

阿久比町長 

竹 内  啓 二 

               

 

マンホールふた認定不承認通知書【新規・更新】 

 

 

     年  月  日付けで認定申請のあった件について、検査の結果、認定基準に

適合していないと判定しましたので承認できません。 

 

 

記 

 

  １．不承認の理由 

 



様式－６ 

年  月  日 

（申請者） 

○ ○ ○ ○ 株式会社 

 

阿久比町下水道事業 

阿久比町長 

竹 内  啓 二 

               

 

マンホールふた認定通知書【新規・更新】 

 

 

     年  月  日付けで認定申請のあった件について、検査の結果、認定基準に

適合していると判定しましたので認定します。 

 

 

記 

 

 １．認 定 対 象 製 品 

認定対象製品 該当 製品名（型式番号等） 

車道用 Ｔ－２５ 呼び ６００   

呼び ３００   

車道用 Ｔ－１４ 呼び ６００   

呼び ３００   

歩道用 Ｔ－１４ 呼び ６００   

呼び ３００   

    

 

 ２．認 定 期 間 

 

       年  月  日 ～     年  月  日 

 



様式－７ 

年  月  日 

（申請者） 

○ ○ ○ ○ 株式会社 

 

阿久比町下水道事業 

阿久比町長 

                               竹 内  啓 二               

                              

 

 

マンホールふた変更内容認定通知書 

 

 

    年 月 日付けで変更申請のあった件について、審査の結果、変更内容がマンホ

ールふた認定基準に適合していると判定しましたので、継続して認定します。 

 

 

記 

 

 

１．変 更 内 容 

 



様式－８ 

年  月  日 

（申請者） 

○ ○ ○ ○ 株式会社 

 

阿久比町下水道事業 

阿久比町長   

                               竹 内  啓 二               

                              

 

 

マンホールふた変更内容不承認通知書 

 

 

    年 月 日付けで変更申請のあった件について、審査の結果、変更内容がマンホ

ールふた認定基準に適合していないため不承認とします。 

 

 

記 

 

 

１．不 承 認 の 理 由 

 



様式－９ 

年  月  日 

（申請者） 

○ ○ ○ ○ 株式会社 

 

阿久比町下水道事業 

阿久比町長   

                               竹 内  啓 二               

                              

 

 

マンホールふた認定取り消し通知書 

 

 

 年 月 日 付けで、認定の取り消し項目に該当することにより、認定を取り

消します。 

 

 

記 

 

 

１．認定取り消し理由 

 

 


